
第４回安曇野市消防委員会 会議概要 

１ 審議会名  安曇野市消防委員会  

２ 日  時  平成２６年３月１７日 午後４時から午後５時まで  

３ 会  場  豊科総合支所 コミュニティー消防センター 

４ 出 席 者  中野博夫委員長、小林光男委員、二木弘委員、宮澤一雄委員、高橋博明委員、 

金盛順一委員、丸山重隆委員、丸山一雄委員、寺畑佳司委員 

５ 市側出席者 白澤危機管理室長、二木係長、川口主査、臼井主査 

６ 公開・非公開の別  公 開  

７ 傍聴人 ０人    記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日     平成２６年３月２０日  

協  議  事  項  等 

１ 会議の概要 

  １ 開会 

  ２ 委員長あいさつ 

  ３ 会議事項 

（１）第四次最終答申について  

    （２）第７分団の再編成について 

    （３）その他 

４ 閉会 

 

２ 審議概要 

  （１）第四次最終答申について 

    市長へ答申する「消防団補助金のあり方に関すること」及び「火災出場範囲の見 

直し」について、配布した会議資料をもとに二木係長より説明をした。 

中野委員長  ：先日の、その他火災発生の情報メールに「第１出動」の文言が

入っていたが。 

二木係長   ：消防局で整備したシステムの表現である。 

丸山重隆委員 ：デジタル無線の整備の予定を教えてほしい。 

白澤室長   ：アナログ無線からデジタル無線への移行は、移動系について

は、平成23年度に完了している。同報系については、平成27年

５月の開局に向けて、平成25年度から屋外拡声子局の建柱の整

備を進めているが、市独自に予め登録された方へ災害情報や行

方不明者の捜索等の情報をメールによって配信サービスするこ

とも検討している。また、災害時の協定を締結しているあづみ

野エフエムやあづみ野テレビを利用するなかで情報伝達の方法

を構築していく。 

丸山一雄委員 ：「平成17年10月の町村合併後、団員報酬、出場謝礼の改定が行わ

れていないため、単価等の増額の見直しを検討されたい」と、

答申のなかに記載されているが、今後の見込みについてお聞き

したい。 

白澤室長   ：この件について、団員確保のためには報酬等が低いのではない

かと、市長も心配をしている。市としても出場謝礼を増額する

ことを検討している。 

中野委員長  ：第四次最終答申については、これでよろしいか。   

二木係長   ：それでは、（案）をとって答申書を３月26日に委員長、職務代理

者の２名で市長へ提出する。 

 

様式２ 



（２）第７分団の再編成について  

第７分団の再編成についてこれまでの経過と今後の予定を、二木係長より報告し 

た。報告の内容は、以下の①から③のとおり。 

①平成25年11月に第７分団が管轄する地区の区長に集まっていただき、「再編成後 

の各詰所」及び「新たな第７分団第１部詰所の建設」について確認及び依頼を 

した。 

②再編成後の各詰所について 

既存の詰所は取り壊して、跡地に地元から要望のあった防災備蓄倉庫を設置す 

る。防災備蓄倉庫の形態について取りまとめを、平成25年12月末までにしてい 

ただくように区長へ依頼をした。 

→既に、各防災備蓄倉庫の形態について取りまとめができている。特に潮沢地 

区は、防災無線の電波が届きにくい場所であるため、詰所跡地に防災備蓄倉庫 

と併せて無線交信ができる小屋（２間×３間程度のもの）を設置してほしいと 

いう要望が寄せられた。 

③新たな第７分団第１部詰所の建設について 

第７分団から、現状３箇所の詰所の概ね中心となる位置に新たな第７分団第１ 

部詰所を建設してほしい、との要望が寄せられている。そこで、新たな第７分 

団第１部詰所の建設候補地の選定を、平成26年４月末までにしていただくよう 

に区長へ依頼をした。 

→平成26年４月末までに建設候補地が見つからなかった場合、５月から８月末 

までの間に、地元区長、市消防団正副団長、第７分団と協議して建設候補地を 

決めたい。 

白澤室長   ：第７分団以外の分団についても再編成をする必要があると考え 

ている。穂高地域には毎年借地料を払っている詰所もある。それ 

らの解消を考慮するなかで再編成を検討していきたい。 

中野委員長  ：答申のひとつ「分団・部の再編成」は、第７分団だけの問題で 

        はない。他に再編成が必要な分団・部があれば、消防委員会の 

        なかで会議事項に取り上げて話合いをしたい。 

 

  （３）その他 

    ①平成26年度の消防委員会について 

     二木係長  ：平成26年度の消防委員会は年４回を予定している。平成26年度 

は、答申した８項目がどれだけ実現化されているのかについて 

の検証を中心に進めていきたい。 

    ②消防団員サポート事業について 

     川口主査より消防団員サポート事業の概要について、説明をした。 

      

    中野委員長  ：以上で、第４回消防委員会を閉会する。 

 

以上 

 

 


